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野生動物対策の状況

こちら駐在所です   　占冠駐在所　☎　56-2110　

生涯学習の 窓
教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

　野生鳥獣の駆除や資源化において、捕獲は欠かせ

ない作業プロセスです。加えてヒグマについては調

査、警戒など捕獲を目的としない局面でも、銃器で

制圧できるよう備えを要することがあります。　　

　村は野生鳥獣専門員をこれに当たらせるほか、技

術や資格を有し、奉仕の意欲と高い規範意識が認め

られる個人を募集、選抜して捕獲従事者に定めてい

ます。

　今期当初時点の捕獲従事者は以下のとおりです。

公民館事業に参加しませんか？

考えよう！大人になるとできること、気を付けること～18歳から大人に～

悪質商法の被害にあわないためのポイント　　悪質業者は、【う】【そ】【つ】【き】！

【う】　うまい話を信用しない！

～うまい話、絶対にもうかる話には、必ず大きな落とし穴があります。

【そ】　そうだんする！

～ひとりで判断せず、家族・知人・相談機関に相談してください。

【つ】　つられて返事をしない！すぐに契約しない！

～悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約をするように迫ってきます。

【き】　きっぱり！はっきり！断る！

～あいまいな返事をせず、きっぱり！はっきり！断りましょう！

皆さん、公民館事業に参加されたことはありますか？

これまでに実施してきた公民館事業を一部ご紹介します！

村内の野生動物に関する情報をお知らせいたします。

  　農林課林業振興室　

　　野生鳥獣専門員

　　☎　56-2174

  　教育委員会社会教育担当

　　☎ 　56-2183

手打ちそば教室

漢字能力検定

　村のそば打ち名人に講師をお願いし、個性豊かなそばも心配

ご無用、しっかりおいしく仕上がります。毎年楽しみにしてい

る方もいらっしゃる人気教室です。

　遠方の会場まで行かずに、占冠村で日本漢字能力検定協会の漢検（10級～2級）を受験できます。

　漢検はコミュニケーション力の土台になる語いを、効率よく身に付けられる検定です。「将来ずっと

役立つ力」、身に付けてみませんか。

　　　　　　　　　・・・このほかにも、登山、写真教室などを多様な事業を過去に実施してきました。

　村では、コミュニティプラザを公民館（本館）とし、占冠地域交流館に占冠分館、双民館に双珠別分

館、トマム学校にトマム分館を設置しています。また、公民館本館の下部組織として、中央小学校に中

央家庭教育学級が置かれています。分館ではそれぞれの地域で創意工夫を凝らした地域行事を行ってい

ます。

　今年もコロナに負けずいろいろな企画を催しますので、ぜひ皆さんご参加ください。

　富良野から講師を招き、「ヨガ講座」でリフレッシュ。

　ご要望にお応えして年齢を40代以上に限定した「らくらくヨ

ガ講座」も大好評です。初心者でも無理なくできる基本的なポ

ーズや、ヨガの呼吸法を教わりながら心身を整えます。

ヨガ講座

　小さい子ども向けの体操教室を実施してほしいという声を受
け、健康運動指導士を講師に迎え、３歳から6歳のお子さんを
対象にした親子で行う体操教室を開催しました。　　　　　　
　親子でストレッチや、手つなぎジャンプなどをして、コミュ
ニケーションをはかりながら基礎運動能力の向上をはかり、参
加された方からも大変好評でした。

おやこ体操教室

駆除捕獲については捕獲者個人に報償費が支出さ

れますが、巡視や調査、打合せ、技術研修など捕獲

を伴わない活動全般を円滑に実施するため、村は地

域の猟友会と包括的な業務の契約を結んでいます。

また、専門員と捕獲従事者を先鋒とし、食肉処理

業者や農業者、森林管理者、村民の皆さんとも協力

して、野生鳥獣対策を進めてまいります。

　駆除捕獲は３月に27頭で、令和３年度の合計は
460頭でした。従事者の皆様、お疲れ様でした。

　４月12日現在、林内ではちらほらと足跡が見られ

るようになりました。昨年秋に酪農学園大学が村内

で電波標識を付け、トマム山と双珠別川源流域でそ

れぞれ冬眠した２個体は、どちらもまだ穴の中にい

るようです。

　今年も皆様のご協力のもと、人身事故ゼロをめざ

してまいります。

問

問
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髙橋　勝美さん　小尾　雅彦さん　鈴木　雅士さん   
黒井　宏諭さん　中島　辰男さん　有光　良次さん   
本田　光司さん　髙橋　武志さん　阿部　貴裕さん 
橋本　　陽さん　遠藤　　守さん　横出　純治さん 
浦田　　剛（担当）

 ◆ 全般 ◆◆ 全般 ◆
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 〈 捕獲従事者 〉


